



Characteristics and Factors of Communication Problems in Student Projects
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ML と MTG で 仕事 の 進捗
や現状確認。ML の反応は
あまりよくない



































































































































































































































い ／ LINE，Facebook は 登
録している人のみで共有
MTGの意見
のまとめ方
とことん話し合う／全員
の意見をすり合わせたい
ので多数決は避けたい
各部署で意見の衝突はあ
るが，話し合う
反対意見が言い難い雰囲気
で全体に衝突は少ない／
幹部同士はよく言い合う
多数決で決める
最終決定
方針はリーダーだが，それ
以外は話し合い
各部署はそのリーダー，全
体は代表が決める
やりたい人が参加する，と
いうスタンスに／モチベー
ションに差が出た
あまりにも意見が分かれ
るときはリーダーに決定
権
プライベート
での付き合い
プライベートでの仲良しグ
ループがそのままチームに
なったので普段から一緒
普段もよくご飯に行った
り，密に連絡を取り合った
りしている
プライベートでの付き合い
が少なく作業に追われ想い
を伝えあう機会がなかった
学年が違うので作業時間
以外の交流は少なかった
メンバー
間のコミュニ
ケーション
普段からコミュニケーショ
ンをとっているので思っ
たこともきちんと言い合
える仲
1回生の反応が薄い／下級
生が能動的すぎて当初の
育成方針では成り立たな
くなり調整／後輩から相
談されたことも
それぞれやる気に差が出
てきて考えを共有できて
いない／コミュニケーショ
ン不足と感じている
作業する人間が毎回同じ
で，メンバーの考えている
事がわからなかった／正
直コミュニケーション不
足と感じた
元々友人
関係か
元々仲の良い友人グルー
プ
元々友人関係だったわけで
はないが，みんなの目的（将
来クリエイター）が同じ
初対面のメンバー
自分が勧誘して集めたメ
ンバー
メンバー間の
ヒエラルキー
特に意識したことはない
各部署に分けそれぞれパ
イプでつながっている感
じ
リーダーは置かず，幹部で
運営しているが，あまりう
まくいっていない
形成できていない
相談相手 同期全員に打ち明ける メンバー
メンバー全員に相談はす
る
同期がいなかったので後輩
に相談するのがつらかった
同期同士の
意見の交換
PJ の存続に不安を抱きメ
ンバーに遠慮する時期も
あったが素直に打ち明け
てから熱意が伝わった
言いたいことを言い合え
る仲なのでなんでも話す
幹部同士は言い合うがメ
ンバーが何を考えている
かわからない／想いを再
確認する時間が取れない
同期はいない
関係者との
関係性
勝手に最終イベントの大枠
を決められた／学生だか
ら信頼されていなかった
特に感じたことはない
大学の援助で行った責任
があり，大人たちへ報告会
が多々／意図不明な時も
技術をサポートして下さ
るのはとてもありがたく，
感謝している
サブチーム
4人1組で各チームにイベ
ントを任せている
プログラミングやデザイン
など様々な部署に細分化
特に無し／仕事は挙手制
振り分けていない／作業
はだいたい同じメンバー
PJに必要
なこと
まず自分の意見を伝える
／仕事をきちんとやり通
す／メンバー同士の信頼
感
信頼関係と責任感／嘘を
つかないこと／本音が言
える雰囲気づくり
メンバーを好きになること，
行動力，軸を持つこと，な
んでも言い合える環境，コ
ミュニケーション
目標を実現させるという
思いをメンバー全員で共
有すること，協力する気持
ち
